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図 1．Blog の構造 
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1. はじめに 

現在、インターネット上では Blog と呼ばれる
日記型のサービスが一般ユーザに爆発的に普及

してきている。平成 17年 5月に出された総務省
の資料[1]によると、今後も右肩上がりで Blog 利
用者数が増加すると予想されている。この Blog

に書かれている情報を活用しようと試みが増加

しており、Blog を対象とした検索エンジンとし

て、BlogWatcher[2]等の Blog 検索エンジンが登

場してきている。これらは、興味のある Blog を

検索できる。また、ホットキーワードの表示や

評判情報検索[3]を行えるものもある。Blog の特

徴は、一般ユーザでも簡単に更新することがで

きる。即時性が高く書き込みの内容が社会的な

イベントと連動する傾向がある。 

一方、世の中の動向を知る上で我々の指標と

なるものに世論調査がある。しかし、世論調査

は、人手による作業なので集計するまでに時間

がかかってしまうという問題がある。 

以上の背景を踏まえ、本研究では、Blog を大

衆の社会的な出来事に対する意見が即座に反映

される情報源として捉え、Blog 全体から評判情

報検索することにより、Blog の意見を判別し自

動的に世論調査を行うシステムを提案する。 

 

2. 提案手法 

2.1. 評価表現辞書 

 評判情報検索を行う上で、評価表現を抽出す

る辞書はシステムの精度を決める大きな鍵とな

る。既存の研究では、一般的な辞書を作成する

あまりに特定の分野の評判情報検索を行うこと

が難しくなっている。そこで、Blog から評判情

報検索を行うユーザは検索を行うキーワードに対

してある程度の基礎知識があると仮定し、評価表

現辞書をユーザ自身に入力してもらう。世論調

査という目的の為「肯定」「否定」のように、

対比させることが出来る辞書を複数作成させる。 

 

 2.2. フィルタリング 

 広告や新聞記事を引用しただけの Blog 等は客

観的な情報であり、検索対象から外れる。また、

Blog は日記として書かれているものが多く、ネ

ガティブな Blog に対してフィルタリングが必要

となる。本手法では以下のフィルタリングをか

ける。 

2.2.1. Blog 本文の切出し 

 RSS を解析して収集

した Blog を対象に、評

判を抽出するとノイズ

が多く入ってしまう。

その原因は、殆どの

Blog は、図１のような

構造をしており、本文

以外にも広告や過去の

Blog のタイトル等が書

き込まれている為である。

そこで、正規表現により

Blog 本文を切出す。 

2.2.2. ノイズとなる Blog のフィルタリング 

 Blog を評価する上で、Blog に書かれている情

報にどれだけ信頼があるか判定する必要がある。

しかし、信頼度を数字で表すのは困難であり明

らかなノイズを排除する方式を採る。ある社会

的な出来事に対して意見を述べている Blog には、

ある範囲内の文章量で書かれいる傾向があり、

Blog 本文の長さをフィルタリングの要素とする。

また、同一筆者による更新頻度が極端に多い

Blog は、何らかの広告である可能性がかなり高

く、排除する。 

2.3. 世論調査における Blog の判定方法 

 世論調査の質問内容は、作成したインターフ

ェースからユーザによって入力されたキーワー

ドと作成された複数の評価表現辞書により作成

する。 

 キーワードの TF 値が 1 以上の Blog に対して

質問についてどのような答えを持っているか判

定する。ユーザにより作成された辞書毎に評価

値を算出する。評価値を Score、１つのある評価

表現辞書の評価表現の出現数を RF、パラメータと

してα、β、γを与えたとき、ある Blog の作成さ
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れたある評価表現辞書の評価値を以下の式で算出

し、意見を判別する。 
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今回は式(1)のαを 20、βを 10、γを 1000 とし

て評価値を算出した。作成された辞書の中で、

評価値が一番高い評価表現辞書の名前を質問の

答えとして判定する。また、RF が 0 の場合はキ

ーワードに対して意見を持っていない Blog とみ

なし、判定を行わないものとする。 

 

3. システム概要 

 本システムは、提案した手法を用いて自動世

論調査をする。本システムの構成図を図 2 に示
し、流れを説明する。 
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図 2.システムの概要図 

 

① RSS ファイルを定期的に解析し ping サーバに

投稿された全 Blog の本文と RSS の内容をデー

タベースに蓄積する。 

② ノイズとなる Blog をフィルタリングする。 

③ ユーザにキーワードと複数の評価表現辞書の

名前と評価表現を入力してもらう。 

④ ユーザの入力と蓄積したデータを基に式(1)

により Blog を判定し、結果を表示する。 

 

４．評価実験と今後の課題 

4.1. 評価実験と結果 

 ココログ[4]の RSS ファイルを用いて、2005 年

12 月中に収集した Blog を対象として評価実験を

行った。評価実験に用いたキーワードは「自民

党」である。またユーザの入力として作成した

評価表現辞書の例を表１、表 2 に示す。そして、

これらを用いて本システムで調査した結果を表 3

に示す。尚、本手法を用いたシステムにおける

意見をもつ Blog を抽出する精度は先行研究[5]

で評価してあり、その精度は 65%である。 

 表 3 は、12 月に投稿された Blog の中で、「自

民党」について「賛成」していると思われる

Blog 数と「反対」していると思われる Blog 数を

週単位と月単位で示したものである。 

表 1．「賛成」の評価表現の入力例 

賛成 支持する 

表 2．「反対」の評価表現の入力例 

反対 支持しない 支持できない

表 3．評価実験の結果 

期間 賛成 反対 

1 ヵ月間 11 39 

検索日-1 週間前 4 10 

1 週間前-2 週間前 1 10 

2 週間前-3 週間前 3 7 

3 週間前-4 週間前 1 5 

 

4.2 今後の課題 

 評価実験の結果、表 3 のように自動世論調査

をすることが出来た。しかしながら、本システ

ムは、評判情報検索の精度により評価が変わっ

てしまう。今後は評判情報検索の精度の向上を

図って行く必要がある。また、ユーザが簡単に

評価表現辞書を作成できる手法を考えていく必

要がある。 

 

５．まとめ 

 本論文では、Blog からの評判抽出の研究とし

て、Blog 全体から評判情報検索することにより、

自動的に世論調査を行うシステムの提案をした。 

本システムを用いることにより、Blog から自動

的に世論調査を行うことが出来た。今後は現在

分かっている問題点を分析していき、システム

を改善していく。 
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